
 

たして２で割るということは、２数の平均を求めることです。 

      ８＋ｘ         ｘ＋１４ 
８◎ｘ＝       ｘ◎１４＝ 
      ２           ２ 

この二つの平均は 

   ８＋ｘ＋ｘ＋１４   ２ｘ＋２２   ｘ＋１１ 
            ＝       ＝ 
      ４         ４      ２ 

これが１０なので 

   ｘ＋１１＝２０ 

      ｘ＝９ 

               答え ９  

◆問題  

 Ａ◎Ｂは、二数ＡとＢをたして２で割ります。たとえば、７◎３＝5 です。 

（８◎ｘ）◎（ｘ◎１４）＝１０ のとき、ｘはいくつでしょうか。 


